
 子供たち一人一人の心と体に、人生の糧となるかけがえのないレガシーを形

成するために、以下の基本的視点をもって取り組みます。 

平成２９年度 

 東京都のオリンピック・パラリンピック教育推進校に、平成２６年度から第三
小学校、村山学園、第一中学校、平成２７年度から第七小学校、第九小学校、第
十小学校、第四中学校、第五中学校、さらに平成２８年度には市内全学校が指定
を受けました。平成３２（2020）年の東京大会に向けて、基本的枠組「４×４
の取組」を基に、各校で特色ある教育活動が展開されています。 

 

オリンピック・パラリンピック教育とは？ 

 【取組に当たっての基本的視点】 

（１）全ての子供が大会に関わる 

（２）座学だけでなく、体験や活動を通じて学ぶことを重視する 

（３）大会後も見据え、計画的・継続的にｵﾘﾝﾋﾟｯｸ･ﾊﾟﾗﾘﾝﾋﾟｯｸ教育に取り組む 

「東京のオリンピック・パラリンピック教育を考える有識者会議」 最終提言より 

 各校の特色ある取組により、オリンピック・パラリン
ピック教育における５つの資質について着実に育成され
ています。また、推進委員会を通して実践交流が促進す
ることで、各校のアイデアがさらに喚起されています。 
 今後は、小学校においてマスコット投票を通して大会
への理解を深めていき、中学校においてはスーパーアク
ティブスクール（大南学園第四中学校）の実践を広げ、
スポーツ志向をさらに高めていきます。 

 

「支え合い、助け合いがつなぐ‘豊かな心’」 

～TOKYO２０２０へ向けて～ 
平成３０年 １月２０日（土）  さくらホール 

 第１部 武蔵村山市児童・生徒表彰 
 児童・生徒の活躍や善行に対する表彰 
 第２部 小・中学校の児童・生徒による意見発表 

 各学校代表者１名 計14名による意見発表 
 第３部 講演 「知ることから始まるボランティア」 

～世界の中の日本、世界の中の私～ 
   講師 公益財団法人オイスカ   林 久美子 様 

 平成２９年度の「教育のつどい」は、「ボランティアマインド」をテーマとして開催

いたします。児童・生徒の意見発表、講演についても、同テーマで統一しています。 

 また、平成３０年度は「障害者理解」、平成３１年度は「スポーツ志向」をテーマと

し、TOKYO2020大会に向けて資質を高めていく取組を継続していきます。 

 オリンピック・パラリンピック教育の推進に向けて、各校から推進委員が集まり、実

践交流を図っています。平成２９年度は、以下の３回の日程で開催されています。 

 第１回 平成２９年 ６月２６日（月）   概要説明・各校の実践予定交流 

 第２回 平成２９年１０月１２日（木）   前期の各校の実践交流 

 第３回 平成３０年 １月２９日（月）   後期の各校の実践交流 

 オリンピック・パラ

リンピック教育には、

左記の４つのテーマが

あります。  

 それらのテーマに、

「学ぶ」「観る」「す

る」「支える」という

４つのアクションでア

プローチをしていくこ

とで、多彩な教育活動

を展開していきます。 

武蔵村山市教育員会 

教育指導課 

〒208-8501 

武蔵村山市本町1-1-1 

【電 話】 

042-565-1111 

（内線438） 
平成３０年１月 

武蔵村山市教育委員会 

資料３ 



（１）ボランティアマインド 

（２）障害者理解 

「アワード校」とは？ 
 ５つの資質を育成する
ための取組を、より充実
させるために顕彰を受け
た学校 

【大南学園第七小学校】 
 平成２９年５月に、元キャビンアテン

ダントの方をお招きし、接客の際の「お

もてなし」について学びました。東京大

会にお越しの世界の 

お客様に対する心配 

りや相手の気持ちを 

考えて行動する大切 

さに気付くことがで 

きました。 

【第五中学校】 
 地域清掃への参加者をボランティア

で募り、個人または部活動単位で参加

しています。地域に貢献しようとする

意欲が高まっています。 

【小中一貫校村山学園】 
 平成２８年１１月に開催された「小中一貫教育全国サミットin武蔵村山」では、全

国からお越しのお客様をお迎えするため、９年生が「おもてなし」を学び、考え、当

日の実践を行いました。参加された多くのお客様から、「９ 

年生のおもてなしが嬉しかった。」「９年生の対応が素晴ら 

しかった。」と称賛されました。 

 また、市の「ひまわりガーデン」の活動やクリーン作戦等 

地域のボランティア活動に積極的に参加し、児童・生徒のボ 

ランティアマインドを育成しています。 

【第二小学校】 
 障害者スポーツの一つである「ゴール

ボール」について学んでいます。主に

５・６年生で 

実践しており、 

競技を体験す 

ることで、パ 

ラスポーツへ 

の理解を深め 

ています。 

【雷塚小学校】 
 パラリンピアン（ゴールボール）の

方をお招きする前に、障害者スポーツ

の事前学習を全学級で行いました。 

 学習を行っ 

たことで、パ 

ラリンピック 

に対する関心 

が、とても高 

まりました。 

【第九小学校】 
 毎年行われている体力調査の結果を詳

細に分析して、改善に向けた日常的な取

組を行っています。 

特に、持久力向上を 

ねらい、１２月のマ 

ラソン大会に向けた 

取組を、全校体制で 

実施しています。 

 

【第一中学校】 
 学習読本や新聞な 

どを参考に、オリン 

ピック・パラリンピ 

ックについて調べ、 

壁新聞にまとめてい 

ます。競技等に対す 

る理解を深めること 

ができています。 

 

【第八小学校】 
 徳育科で「礼儀作法読本」を活用した

学習を行っています。その中で、「お茶

の心」や「江戸し 

ぐさ」といった日 

本古来の文化から、 

日本の素晴らしさ 

を再確認する学習 

を行っています。 

 

【第十小学校】 
 体育や休み時間を活用して、日本の国

技である「相撲」に取り組んでいます。

体力向上だけで 

なく、「礼に始 

まり、礼に終わ 

る」という、礼 

儀作法を学んで 

います。 

 

【第一小学校】 
 平成２９年５月に、５・６年生を対象

に「ヤング・アメリカンズ」を開催しま

した。ダンスや 

歌などを通した 

コミュニケーシ 

ョンにより、言 

語だけではない 

交流を体感でき 

ました。 

【第三小学校】 
 リオ大会閉会式の人文字参加や留学

生による出前授業など、世界の国々と

積極的に関わってきました。平成２９

年度は、メキシ 

コの学校と交流 

し、学校紹介な 

どを通して、世 

界の文化を体感 

しています。 

 多彩な「４×４の取組」を展開することで、子供たち
に多くの資質・能力を身に付けさせることができます。
その中で、特に次の「５つの資質」の育成を目指してい
ます。各資質ごとに、本市の取組を紹介します。 

アワード校 

アワード校 
【第三中学校】 
 新聞記事の中からオリンピック・パラ

リンピックに関するものを見付け、壁新

聞にまとめて発表 

しています。また、 

年３回「ミニオリ 

ンピック」と称し 

て、学級対抗の大 

会を開いています。 

 

【大南学園第四中学校】 
 平成２７年度から体育の授業に、ハン

ドボールを取り入れ、課題である投げる

力の向上を図ってい 

ます。平成２９年６ 

月には、ハンドボー 

ルのオリンピアンを 

迎え、実技指導をし 

ていただきました。 

（３）スポーツ志向 

（４）日本人としての自覚と誇り 

（５）豊かな国際感覚 
アワード校 


